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大阪府島本町は鎌倉時代前期、後鳥羽上皇の別業、水無瀬離宮のあった場所です。しかし

京都や大阪に至近の距離にあるため近年住宅開発が急速に進み、この町の至宝ともいうべ

き歴史遺産が次々に失われつつあります。私たちは今すぐにでも対策を講じなければなら

ないと考え、皆さまに以下のようなお願いを申し上げる次第です。 

 

昨年末、離宮の中心地である百山の旧関西電力社宅地に、11 階建て高さ 34.5m の高層マ

ンションと 54 区画の戸建て住宅の建設計画があることがわかりました。工事は 2024 年 2

月から始まるということです（図 1－１、図４、写真１）。 

当地は、水無瀬離宮（水無瀬神宮）が建保 4 年（1216）8 月の大洪水で流された後に作ら

れた新御所跡と考えられている場所です（奥村 1998、島本町教育委員会 2006、豊田 2016）。

上皇はここで各種芸能を興し、政務を執りました。まさしくこの地が後鳥羽院政の拠点だっ

たのです。大阪府が大正 8 年に建てた「水無瀬離宮址」の石碑があるのもこの場所です（写

真２）。NHK『歴史探偵』後鳥羽上皇の回でも映っており記憶にある方もおいででしょう（オ

ンデマンドで延長配信中）。島本町教育委員会発行の冊子にも「後鳥羽上皇水無瀬離宮跡」

として紹介されています。諸先学だけでなく、大阪府も島本町もここが水無瀬離宮の中心地

であることを、いわば「公式に」認めているのです。 

これほどの重要遺跡であり、かつ島本町自身も認めている場所であるにもかかわらず、今

の町当局には文化財保護はおろか、まともな発掘調査をしようとする姿勢が見えません。

2023 年 12 月 28 日、本開発について住民団体が情報公開請求をおこない、文化財担当者と

面談されました。担当者によると、当地は埋蔵文化財の包蔵地としては登録されていないた

め、試掘か立会、あるいは工事を慎重に進めることをただお願いするだけになるということ

です。 

本開発地には、かつて新御所の土堤といわれた細長い地面の盛り上がりがあったようで

すが、それは明治の鉄道開通で崩されたといいます（島本町 2006）。しかしそれ以後の建物

ではそれほど深く掘られてはいないと思われ、本格的な発掘調査をすれば下から新御所の

遺構が発見される可能性が十分にあります。 

ほかにも、水無瀬離宮関連遺跡と町も認める広瀬遺跡地内には、水無瀬神宮から新御所へ



向かう馬場跡が東西の大路跡として残っています。地権者にはここが馬場跡との認識がな

いでしょうから、近い将来売りに出されて住宅地になるでしょう（図１・２、写真４）。1 月

中には、すぐ近くで住宅開発が始まります（図 1―２、添付資料参照）。 

役場庁舎の建替えにともなう鶴が池の調査は、池の中を 6 カ所試掘しただけで終わって

しまいました（図 2）。ここは、惟喬親王の別業地の伝承があり、また後鳥羽上皇時代の山

上御所の一部と考えられる場所です。 

新聞記事でも取り上げられた、大阪府唯一の鎌倉時代の庭園と想定された越谷遺跡でさ

え、きちんとした発掘調査もされないまま住宅地となりました（図１・２）。 

水無瀬離宮は平安京近郊にあって歴代上皇が使用した白河殿や鳥羽殿などと違い、後鳥

羽上皇が新しく創った唯一無二の離宮跡です。日本史上重要な歴史遺産です。しかしこのま

までは歯止めのない開発により永久に失われてしまうでしょう。住民や多くの外部研究者

がこれまでも町に遺跡と景観の保全を要望してきましたが、受け入れられませんでした。地

元住民だけではなく、全国的な関心と保護への機運が必要です。私たち研究者にできるのは、

学術的に水無瀬離宮の実態解明を目指すことでしょう。水無瀬離宮跡を未来へつなぐ実行

委員会をたちあげ、みなさまの協力を得て、春ごろには公開シンポジウムを開催できたらと

考えています。また署名活動も考えておりますので、おってご連絡差し上げたく存じます。 

ぜひともご賛同いただき、お力をお貸しいただきますよう、お願い申し上げます。 

また、水無瀬の現状をできるだけ多くの方に知っていただくため、お知り合いに広く回覧

していただければ幸いです。 
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１：2024年百山住宅開発、新御所推定地/２：2024年広瀬遺跡の住宅開発地/３：広瀬遺跡

2003・04 年調査、現在住宅地。大型土坑が並ぶ。土師器大量出土/４：広瀬遺跡 2010 年調

査、現在住宅地。礎石建物と石敷き遺構検出/５：馬場跡、東西道路跡らしき畦畔 
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写真１：楕円形の場所に高層マンションと宅地が計画されている。 

 

図１ 島本町の位置と水無瀬殿関連遺跡図（★は瓦出土地）木村友紀 2018「水無瀬離宮の

発掘調査」第三六回平安京・京都研究集会「後鳥羽院の権門都市 水無瀬」発表資料を改変 



 

 

 

 

 

図２：豊田裕章 2016より 

 

図３：山田邦和 2023『京都の中世史７ 変貌する中世都市京都』吉川弘文館より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２：大正８年に大阪府が建てた石碑 

写真４：高層マンション計画地は、馬場跡・東西道路の西端 

 

写真３：旧関電社宅と天王山 

水無瀬離宮新御所からもこの景色が望まれたと想

像される。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水無瀬離宮址石碑 

図３：奈文研測量図（昭和 30年代） 

 

図４：百山住宅計画図 

 


